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◎避難訓練を実施（５月２０日） 

授業中に地震が起き、その後火災が発生し、鎮火後に津波警報が発令されたとい

う想定で避難訓練を行いました。始めに、地震のとき落下物などから身を守るため、

机などの下に身をかくし地震がおさまるのを待ちました。次に、火災が発生した放

送を合図に、運動場に全校児童が集まりました。ハンカチなどを口に当て、静かに

避難できました。その後、津波に備え、１年生は６年生に、２年生は５年生に手を

引いてもらい、全校児童が３階に避難する訓練を行いました。１年生は、入学後初

めての避難訓練でしたが、真剣に行動できました。      

ところで、「津波てんでんこ」という言葉を知っていますか。これは、津波から

の避難の仕方を表しているそうです。 

大きな地震が発生したとき、当然のことと思いますが、家族のことが心配になり、

家族を探して、避難するのが遅くなりがちです。その結果、津波に巻き込まれてし

まうことになります。そうではなく、家族は、日頃から避難する場所などを話し合

っておき、互いを信頼して、「めいめい」で、つまり、“ひとり”で避難をすると

いうことだそうです。 

日頃より、非常食などの準備をしておくことも大切なことですが、家族で、地震

などが発生したときの避難のしかたや避難の場所などを考えておくことも大切な

ことですね。 

 

◎「和歌山トライアンズ」の選手が訪問（５月２３日） 

和歌山市を本拠地とするプロのバスケットボールチームの和歌山トライアンズ

の選手が来校し、６年生にバスケットボールのいろいろなことを教えていただきま

した。 

はじめに、ボール扱いの練習です。両手でボールを持ち顔、おなか、足の周りを

回しました。次に、ドリブルやシュートの仕方を教えてくれました。シュートの方

法では、ボールを持った手をまっすぐ垂直に立てることやゴールまでの距離でシュ

ートを打つ高さを変えることなどを教えてもらいました。 


